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　それから 40 ～ 50 年が経過した現在、「地域づくり」や「コミュニティ」
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である。市域は東西約 7 km、南北約 4.8km で、面積は 21.08 平方 km である。
北は日野市と府中市、東は稲城市、南は町田市と神奈川県川崎市多摩区、西
は八王子市に接している。2015 年 1 月 1 日の人口は 14 万 7486 人（住民基



























1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2001 2011 2021 2031
北部開発 NT開発
注：『多摩市史資料編 4』p956 から作成。1950 年以前は国勢調査、1955 年～ 1990 年は『統
計多摩』（平成 8 年版）、1996 年以降は『多摩市地域福祉計画平成 24 ～ 28 年度』に基づく。
なお、1960 年の人口減少は、連光寺下川原地区の府中市編入による。
223511_首都大_都市政策_第9号-3校.indb   30 2015/03/10   19:16:24
31
たま・まちづくり研究会の概要と研究報告１（石田 光規・大槻 茂実・脇田 彩・井上 公人・林 浩一郎）
　多摩市の人口動態は、同市が経験した開発のすさまじさを物語っている。
図 2‑2 は 1920 年から 2031 年までの多摩市の人口動態である。2016 年以降
は推計となっている。これを見ると、多摩市の人口は 1920 年代から 1955 年
まではそれほど大きな変化は見られない。しかし、北部の開発が本格化する
1960 年から 70 年にかけて急速に増えてゆく。その勢いはニュータウンの初
















































の初期開発の地区であり、入居開始は 1972 年と多摩ニュータウンの中で 2
番目に旧い。また、この地区は都が主体となって開発した点でニュータウン
の他の住区と異なる。都が開発主体となったため、愛宕には都営団地や公社
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図 2-3　調査 5 地区の多摩市における位置（井上公人作成）



























人口 世帯数 65 歳以上比率 街開き年
関戸 9309 4616 20.2 ‑
乞田・貝取 3506 1701 11.9 ‑
桜ヶ丘 6096 2785 34.0 1962 年
愛宕 7076 3556 35.4 1972 年
鶴牧 12173 4970 26.7 1982 年
注：多摩市住民基本台帳 2014 年 1 月 1 日から作成。
愛宕地区は東寺方 3 丁目、和田 3 丁目を合算した数値。
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借家 給与住宅 間借り 一戸建 長屋建
共同住
宅 その他
関戸 56.19 3.33 3.01 34.81 1.53 1.14 20.93 1.78 76.98 0.30
乞田・貝取 44.15 1.86 0.00 49.47 2.91 1.61 16.47 0.99 82.48 0.06
桜ケ丘 83.92 0.00 0.00 11.78 1.55 2.74 85.52 1.47 12.97 0.04
愛宕 31.04 52.87 6.73 7.93 0.93 0.50 4.23 1.54 94.17 0.06
鶴牧 71.97 3.47 0.77 21.20 1.67 0.92 12.32 6.32 81.20 0.15
注 1：数値は国勢調査から。
注 2：愛宕地区は愛宕に東寺方 3 丁目、和田 3 丁目を合算した。   
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月 19 日にお礼を兼ねた督促葉書を発送している。最終的な回収数は 1098 票、
このうち白票や年齢対象外ケースを除いた有効回収数が 1086 票、有効回収
率 43.4% である。東京都内での郵送調査としては、高い回収率であった。地
区別の回収率は表 3‑1、調査票の質問項目は表 3‑2 のとおりである。
表 3-2　質問項目一覧
項目 1 項目 2 問番号









健康 通院歴 問 22A
主観的健康 問 22B
家族の状況 同居家族 問 27
子ども有無・属性 問 28
介護経験 問 23










ニュータウン評価 問 9A ～ C








情報環境 新聞・広報誌閲覧 問 30
機器利用 問 31
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30代 40代 50代 60代 70代 DK
　次に、地区別に本データの年齢構成をみると地区によって年齢構成の分布
が大きく異なる傾向にあることが統計的にも明らかとなった（p 値 =0.000）。
本研究で既存地区と位置づける関戸、乞田・貝取では 70 代の割合は約 10％
程度である一方、30 代と 40 代の割合が約 20% となっており、他地区と比
較して若年層が多い地区であることがわかる。逆に、愛宕は 30 代が 6.0%、




































未婚 既婚 離別/死別 dk
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昭和30年代以前 昭和40年代 昭和50年代 平成以降 ｄｋ
1.3%
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にあることがわかる。一方で、2 節（表 2‑2）にあるように 1960 年（昭和 35
年）に開発が開始された桜ヶ丘では、昭和 40 年代における移住者の割合が
31.6% と比較的高い割合を示す一方で、平成以降の移住者の割合は 38.3% に
とどまっている。高級住宅地区である桜ヶ丘は、近年に移住してきた人口割
合が他地区よりも相対的に低い地区であるこがわかる。
　多摩ニュータウン開発の最晩期にあたり、1982 年（昭和 57 年）に街開き
となった鶴牧では、昭和 50 年代に人口流入が他地区と比較して特に高まっ
ていることがわかる（40.8%）。また、比較的初期のニュータウン開発地区で









　次に年齢構成については、全体としては 60 代 ･70 代の高齢層が多い。地
区ごとにみると、既存地区である関戸、乞田 ･ 貝取は 30 代・40 代といった
若年層の割合が相対的に大きく、一方愛宕においては特に 70 代の割合が他
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*** p<.001 ** p<.01 * p<.05













































































*** p<.001 ** p<.01 * p<.05
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*** p<.001 ** p<.01 * p<.05
図5-8 世帯年収・住宅面積別 平均生活満足度










































*** p<.001 ** p<.01 * p<.05
図5-9 主観的健康・家族の状況別 平均生活満足度


















































































*** p<.001 ** p<.01 * p<.05
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